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審査結果の所見 

 「オレオレ詐欺」などのメディアクローン攻撃は社会問題化しており、

その対策は重要性を増している。本研究はプライバシー保護及びバイオ

メトリクス認証を基盤としてその対策技術の提案を目指しており、応募

者はこれらの分野で対策技術の開発を長年続けていて、国際的にも高い

評価を受けている。 

 実績のある２つの研究グループが組んでおり、研究計画においても、

メディアクローン生成に力を入れることにより防御法の性能向上を図る

など、実効力のある対策技術を目指しており、優れた成果が期待できる

内容になっている。 

 以上の理由により、基盤研究（Ｓ）として採択すべき課題であると判

断した。 

 

 

 

  


